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地域座談会（中央公民館大栄分館） 意見交換記録 

と き  平成２８年５月２２日（日曜日） 

     午後１時３０分から午後２時３５分 

ところ  中央公民館大栄分館 

     参加者  ８人 

番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

１ コナン大橋

付近の横断

歩道の移動

とカーブミ

ラーの設置

について 

●コナン大橋付近では、外国人観

光客も増えているが、横断歩道が

ない場所での危険な道路横断が見

られる。出会いの広場前横断歩道

をコナン大橋北側の橋のたもとに

移設してはどうか。 

●西園側からコナン道路に出ると

きには視界が悪く車の確認が困難

となっている。確認可能な場所に

カーブミラーの設置をお願いした

い。 

●横断歩道については警察署へ要望しました

が、まだ結果は把握しておりません。町でも警

察への要望を繰り返し行っていきます。 

 

 

 

●自治会要望の際には、カーブミラーの適当な

設置場所が無いため、設置困難と回答していま

す。今一度現場を良く見て、総務課で検討しま

す。 

●警察署の要望結果が６月下旬に出る予定で

す。結果が分かり次第、ご報告します。（総務

課） 

 

 

 

●関係機関と連携をとりながら、カーブミラー

設置場所等を勘案し、設置の検討をしていきた

いと思います。（総務課） 

２ 道路改良に

ついて 

●お台場付近で、由良川に橋が掛

かっているが、橋と道路の路面に

段差があるため、お台場市場に西

瓜を運ぶ際に車で通行するとガタ

ガタと衝撃がある。長芋の生産者

の方も、その場所では速度を緩め

ないと長芋が折れてしまうと聞い

たので、改善してもらえないか。 

●町道ですので、現場を確認して対応したいと

思います。 

●回答のとおりです。（地域整備課） 

３ 地域座談会 ●説明資料に記載された重点施策 ●同じ数字であるべきですが、違っています。 ●「地域座談会」と「今年のしごと」の予算額
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番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

の資料につ

いて 

の予算額と、一緒に配られた資料

「今年のしごと」に記載されてい

る主な事業の予算額が一致してい

ないものがある。 

同じ事業であれば、同額であるべ

きだと思うが、理由はあるのか。 

申し訳ありません。 

違っている理由については精査し、ホームペー

ジ等で回答します。 

が違っていた主な理由は、「地域座談会」の予

算額は、該当事業のみの金額で、「今年のしご

と」の予算額は、関連事業を含んだ金額で記載

していました。そのため、同じ事業名であるの

に、予算額が違っていました。申し訳ありませ

んでした。 

違いのありました箇所につきましては、「今年

のしごと」の金額を修正し、町ホームページに

掲載しています。 

今後は、予算額の考え方を統一し、違いのない

ように作成致します。（企画財政課） 

４ 空き家情報

バンクにつ

いて 

●地方創生の総合戦略の中に、「移

住定住促進」の基本目標として「空

き家情報バンクの成約件数５件/

年」とあるが、町は成約にどのよ

うに関与しているのか。 

●昨年度から、宅建協会の協力を得て不動産取

引を行っており、町が空き家を登録したい人を

探して登録していただき、宅建協会には登録し

た人と借りたい人との間に入ってもらって、契

約を結んでもらいます。 

町では移住定住のための施策として、成約後の

移住者に移住奨励金をお支払いしたり、移住時

の空き家改修に対して改修費助成を行ったり

しています。 

また、移住定住相談員を置き、移住される前か

ら、移住先の地域の方との調整等を行うなどの

フォローアップもしています。 

●回答のとおりです。（産業振興課） 

５ 庁舎統合後

の北条庁舎

●庁舎統合後の北条庁舎はどうな

るのか。 

●引き続き、中部ふるさと広域連合に利用して

いただくよう話しています。１階部分は空室と

検討中です。（総務課） 
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番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

の活用につ

いて 

なるため、検討しているところですが、良いア

イデアがあれば、ご意見をいただきたいと思い

ます。 

６ 県立美術館

の誘致と集

合店舗の開

設について 

●（町長）県立美術館の候補地として、運転免許試験場跡地を提出していますが、検討委員からは「交通アクセスが悪い」「青山剛

昌ふるさと館と客層が違う」との意見が出されています。意見に対して、町からは、車での交通アクセスは非常に良いことや、客

層ではなく、来られた方が行ってみたいと思う施設にしていくべき、海が近いことに対する塩害の心配については、海に近い美術

館等は他にもあり、収納品には影響がないこと等を反論として提出しました。北栄町としてはこれからも免許試験場跡地を候補地

として、取り組みを進めたいと考えています。 

●（町長）同敷地内に商工会が集合店舗の開設する予定であり、町や県で支援していきたいと考えています。ふるさと館と一体に

なって、集客を期待するところであり、美術館が出来れば、より一層期待できると考えています。 

 


